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① 消防操法大会 （越前市自衛消防隊連絡協議会）

■ 消防操法大会初参加の感想 石本真士

３大災害に指定される「火災」これからの時期、空気の乾燥と共に発生数も増えていきます。

最も多い時期は２月から３月にかけてで、年間６万件もの火災が発生しています。

「地震」「雷」は発生を予防することはできませんが、「火災」は予防することが出来ます。

そのためには、日頃からの対策と訓練が重要です。今年も松原産業は消防操作方法大会
に参加し、訓練の成果を披露させていただきました。

今年は9月16日に開催され、参加企業は例年より少なめでした。屋内消火栓の部に男子１
チーム、女子１チーム精鋭6名が出場、日頃の訓練や弊社の火災予防への取り組みは伊達
じゃありません。結果はと申しますと。男女共に３位入賞いたしました！

火災が発生した時の訓練も重要ですが、火災の発生を未然に防ぐことが一番重要です。

まずは「発生原因を作らない」「発生個所、場所をつくらない」「消化設備の整備と点検」を行
うこと。そして火を取り扱う場所を隔離する、燃えやすい物を長期間固めて放置しない、消化
設備の前に物を置かない、コンセント周りのホコリをとる。などなど一人一人のチョットした注
意と行動で、すぐに取り組めることばかりです。常日頃から意識することが大事だと思います。

【三田村副会長】

我らが自衛消防隊隊長の三田村係長ですが、当協議会の副会長でも
あります。副会長に恥ずかしい思いはさせられないというプレッシャーも
若干ありました・・・。（＾＾；）入賞できて良かった～。

来年こそは悲願の初１位を目指し、今後も訓練に努めてまいります！

昼休みを削って練習した甲斐があり、男女ともに3位という成績を収めました。やはり順
位をつける競技は熱くなりますね。優勝できなくて悔しい思いをしたのが本音です…。

来年は優勝を目指せるよう訓練に励むとともに、操法を知らない人達にも教えられるくら
い精通したいと思います。

いざという時の備えは必要ですが、一番大事なのは火災を起こさない様にすることです。
自慢の操法ですが、使うことがない様に努めたいと思います。

【 女子の様子 】 【 男子の様子 】
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編集後記：お世話になっております。辻岡です。私も表面に書いてある大会に出場しました。いや～久しぶりに表
彰なんてされました。表彰を受けるというのは大人になっても嬉しいですね♪
ちなみに社員紹介の杉森君も昨年参加してます。毎年メンバーは選抜しており、全員が一度は参加することに

なります。来年は誰が出場するやら、、、まぁ誰が参加しても上位入賞間違い無しですが！
話は変わりまして、もう秋ですね～。セミがまだ頑張って鳴いてますが、熱燗がおいしくなってきました。食にス

ポーツに、不況やインフルエンザに負けない様に頑張りましょう！

編集者 上田昌範 堀清憲 西村真吾 辻岡直貴 鈴木博之 石本真士

はじめまして。製造部の杉森と申します。
入社してから１年が経とうとしていますが、現在は建材部の研修中で勉強の
日々を送っております。建築現場に行って採寸をし、結果をまとめ第２工場に
カット依頼をするという流れの仕事に携わっています。
家屋のつくりは様々で、採寸時やデータまとめは大変な作業ですが、一生懸

命取り組んで成長していきたいです。

③ 社員紹介 杉森康裕（すぎもりやすひろ）

② オーダーメイドあれこれ No．8

毎度おなじみ、オーダーメイド発泡スチロールなら松原産業にお任せ！
さて今回ご紹介するのは．．． 季節外れですが花火の話です。

越前市の有名な花火屋さんからのご注文でした。写真の2尺玉は、水中花火だそう
です。正直、花火大会で打ち上げるような花火を間近で見たのは初めてでした。
通常は木枠を組んで花火を浮かべるのですが、花火が爆発したときに木の破片が

飛び散って海上が汚れるそうです。それで発泡スチロールの出番というわけで、発
泡スチロールの中に花火をセットして海上で点火するのです。
発泡スチロールはご存知のとおり熱には弱いものです。それが幸いして、花火が

爆発した後の発泡スチロールはあとかたもなく木っ端微塵になるそうです。熱に弱
いという弱点が逆にメリットになるなんて面白いと思いませんか？
「球状にくりぬいてほしい」というご要望でしたが、固定するだけなので800mm

角のスチロールにφ600の円筒形を抜いたものを貼り合せてあります。弊社のNCカ
ット機ならこんな加工も楽に出来てしまいます。
アイデア次第でスチロールの用途は広がります。皆様のご要望、お待ちしており

ま～す。

代表取締役 上田昌範


